
■実施日時
■場所
■出席者

■議題

■結論

■次の準備会の日程と議題

■議事録（主な発言など要点のみを記載する）
1．前回会議のふりかえり
（1）決定事項について
（2）出された意見について
（3）次回の会議日程の調整について
○前回会議での決定事項、出された意見、次回の会議日程について確認を行った。

2．検討事項
（1）グループ分けについて
〇次回以降のグループ分けについて、居住地域のバランスを考慮し、Bグループ岡本委員とCグループ
宇田川委員を入れ替えることとした。
＜質疑等＞
Q：Bグループに大松在住の方が3人、Cグループに大山口一丁目在住の方が3人入っている。編成にあ
たって居住地の考慮はあったか。
A：居住地域は考慮していない。

（2）コロナ禍における影響について
　　　①コロナ禍での影響の有無とは
　　　②検討時期の変更
〇資料2に基づき、コロナ禍での影響の有無、取り組み内容の検討時期の変更について事務局より説明
を行った。

（3）今後の進め方の変更について
　　　①既存資料の活用
　　　②取り組み項目決定手順
　　　③次回会議までの決定事項
〇今後の進め方については、資料3のとおり進めることで決定した。併せて、事務局から各委員へ次回
準備会までに行う作業を依頼した。
＜次回会議までの作業＞
作業①：重要性・実現性の高い項目が無い「子育て・青少年の育成」「地域活動の参加者・担い手」の
2分野から、第2段階の検討に進む項目を1つ以上選択する。
作業②：重要性・実現性の高い16項目以外から第2段階の検討に進むべき項目があれば記載する。
作業③：コロナ禍を理由に、実施が必要な新規事業があれば記載する。

大山口小学校区まちづくり協議会第12回設立準備会　議事録

令和2年11月22日（日） 午後2時から3時30分まで
西白井コミュニティプラザ　会議室1～3

日時 令和2年12月13日（日）午後2時から4時30分
議題 取り組み項目の絞り込み（グループワーク）

1．前回会議のふりかえり
　　（1）決定事項について
　　（2）出された意見について
　　（3）次回の会議日程の調整について
2．検討事項
　　（1）グループ分けについて
　　（2）コロナ禍における影響について
　　　　  ①コロナ禍での影響の有無とは
　　　　  ②検討時期の変更
　　（3）今後の進め方の変更について
　　　　  ①既存資料の活用
　　　　  ②取り組み項目決定手順
　　　　  ③次回会議までの検討事項
3．次回以降の設立準備会の日程調整について

・準備会委員　成田氏、豊田氏、加藤（秀）氏、野水氏、嵜本氏、福原氏、山下氏、石本氏、長沼氏、
小泉氏、伊藤氏、岩田氏、洞内氏、上村氏、相川氏、宇田川氏、岡本氏、早川氏
18名
・まちづくり支援チーム（髙山、金井、戸田、松田、高橋）
・市民活動支援課（岡田部長、松岡課長、中原主査補、高橋）

①前回会議での決定事項、出された意見、次回の会議日程について確認を行った。
②グループワークのグループ分けについては、各委員の居住地域を考慮し、一部修正した。
③今後の進め方については、資料3のとおり進めることで決定した。併せて、事務局から各委員へ次回
準備会までに行う作業を依頼した。



＜質疑等＞
Q：大山口小学校区のまちづくりの将来像（キャッチコピー）を決定したが、協議会としての当初3年
間の方向性を決定したうえで、取り組む事業を決定するべきでは。
A：予算の関係上、単年度での検討になってしまう。具体的な実施内容はまちづくりの将来像をベース
に決めていく予定。

Q：協議会の設立目的や、当初3年間の大まかな方向性についてはいつ検討するか。
A：まずはまちづくり計画の検討を進め、その後協議会に関すること（規約・部会・設立目的等）を決
定していく。

Q：協議会の設立時期の見通しは。
A：スケジュールが遅れており、早くて来年8月に設立予定。来年の春ごろに協議会の組織や規約につ
いて検討を進めていく。

Q：資料4の「R6～」の全ての欄に●が付いているのはなぜか。
A：資料4はあくまでもイメージ。この中からR3～R5に実施できるものを検討していく。

Q：取り組み項目59項目のうち、すでに自治連合会で実施しているものもあるが、実施主体のすみ分
けはどうなるか。
A：協議会で取り組むもの・取り組まないものを来年1月以降の議論で決定していく。

＜その他＞
〇大山口小学校小泉校長から、取り組み分野「子育て・青少年の育成」に関連して、大山口小学校の現
状について報告があった。

3．次回以降の設立準備会の日程調整について
〇1月の会議日程の調整にあたり委員の予定を確認した。施設の空き状況を確認し、決定する。


